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【 背景・目的 】  

近年，様々な分野でDroneの需要が高まっている．一般的なクアッドコプター型と比較し，Blimp Droneは長時間の飛

行，安全性や操作性の高さ，製作のし易さという点から優位性を有している．一方で，文部科学省は，STEAM 教育の教

科等横断的な学習を通して，実社会につながる課題の解決等を通じた問題発見・解決能力の育成に言及している．そこ

で，教育教材としてBlimp Droneの開発をし，STEAM教育で求められる課題解決能力や創造性の育成を目的とした. 

【 開発した教材 】 

開発したBlimp Droneの使用した部品と外観図を，それぞれ図1と図2に示す．特徴として，以下の事が挙げられる． 

1．USBホストシールドを用いてArduinoをBluetooth対応にして遠隔操作，トランジスタを用いたDCモータの制御，サ

ーボモータや LEDの制御等から，組込みシステムについて学べる 

2．独自の操作プログラムの開発や3Dプリンタを用いた筐体のデザイン等から，独創性の育成を図ることができる 

【 授業実践 】 

本学附属高等学校⼯業科3年⽣11名で構成される課題研究で

授業実践を行った（図3，図４） 

１．Blimp Droneの作製を通して，PDCA サイクルを用いた

合理的かつ創造的な問題解決能力の育成を図った 

２．筐体のデザインや制御プログラムなど試行錯誤させて， 

オリジナル性が高くなるようにした 

３．サイエンスフェスタに参加し地域の子供に紹介する事で， 

社会に貢献する意識を図った. 

【 工夫した点 】 

１．3Dプリンタを用いた筐体作製により，高校⽣自身の創意工夫で行えるよう

にした 

２．Arduinoを用いることで，ハードウェアとソフトウェアの両方を学べるようにし

た. 

３．開発したBlimp Droneは作製が容易で開発自由度が高いため，高校⽣

に親しみやすく，効率的に開発を行えるようにした. 

４．アンケートの結果から，組込みシステムに関する知識と課題解決に対する意

識が向上したと考えられた（図５） 
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